39　カフェテリアプランに関する規定
カフェテリアプラン規程

第１条（目　的）

１．この規程は、従業員並びにその家族の福祉の増進を目的として、会社の実施する福利厚生の取り扱いを定めたものである。

第２条（定　義）

１．この規程において「カフェテリアプラン」とは、会社が契約した福利厚生事業者が設定する福利厚生サービスの中から、一定の条件の下に、従業員が自らのニーズに応じて選択し、サービスを受ける制度をいう。

第３条（適用範囲）

１．この規程は、就業規則第○条に定める従業員に適用する。

第４条（サービスの内容とポイント）

１．カフェテリアプランのサービスの種類・内容及び利用ポイントは、別に定める。

２．それぞれのサービスに設定する利用ポイントは、１ポイントあたり1,000 円とする。

第５条（ポイントの付与）

１．会社は、毎年４月１日に従業員に対し勤続年数に応じ次のとおりポイントを付与する。

	勤続年数
	ポイント

	２年未満
	10

	２年以上５年未満
	20

	５年以上
	30


２．健康保険法上の被扶養者を有する従業員については、次の区分により、加算ポイントを付与する。ただし、新たに扶養関係が生じたときは、その月の翌月１日から付与する。

(1)　配偶者…………５ポイント

(2)　その他の家族…１人あたり２ポイント（ただし、上限６ポイント）

３．新規採用者（毎年４月から９月に入社した者に限る）に対しては、第１項にかかわらず、勤続６カ月を経過した時点で１人５ポイントを付与する。

４．毎年４月１日時点で休職中の従業員に対しては、その間に新たなポイントは付与せず、復職の際に、本来のポイントを月数按分し付与する。ただし、産前産後休暇、育児休業、介護休業の従業員は通常のポイントとする。

第６条（受給の申請）

１．従業員が福利厚生サービスを受給するときは、付与されたポイントの範囲内において、第４条に定める福利厚生サービスから自由に選択し、申請書にそれぞれ所定の書類を添付し事前に会社へ届け出なければならない。

第７条（給付の方法）

１．従業員から届出があったときは、サービスごとに定められたポイントに相当する利用券の交付又は、ポイントから現金に換算した金額を従業員の口座に振り込んで給付する。

２．口座振込みにより給付する場合は、原則として給与支払日に行う。

３．従業員は、利用事実を証明するため会社に領収書等の提出を求めることがある。

第８条（ポイントの利用期間）

１．従業員に付与されたポイントは、毎年４月１日から翌年３月31日までの１年間に限り使用することができる。ただし、未使用となったポイントのうち５ポイントを上限として、翌年度に限り繰り越すことができる。

第９条（無　効）

１．従業員がポイントを利用する権利は、会社を退職した日をもって無効になる。

第10条（譲渡禁止）

１．従業員は自分に付与されたポイントを他の者に譲渡することはできない。

附　則

この規程は平成○年○月○日より施行する。
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